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研究成果の概要（和文）：　画家・建築家・水道技師のトンマーゾ・ラウレーティ（パレルモ1530年頃～ローマ1602年
）の業績を再考した。とりわけその代表的事業、ボローニャの《ネプチューンの噴水》（1563～1567年）とローマ、コ
ンセルヴァトーリ宮殿の「諸隊長の間」のフレスコ画装飾（1587～1594年）については、新しい見解を提示している。
これらの成果をとおして、ジャンボローニャからカラヴァッジョへ、という時代の美的趣味の変化を、ラウレーティが
牽引してきた存在であるということを、明らかにした。

研究成果の概要（英文）： This study considers the artistic career of Tommaso Laureti (c.1530 Palermo-1602 
Rome), painter, architect, and waterworks engineer. It presents some novel perspectives especially on his 
two representative projects, the Fountain of Neptune in Bologna (1563-1567) and frescos in the Sala dei Ca
pitani of the Roman Palazzo dei Conservatori (1587-1594). The results of the research clearly indicate tha
t Laureti played a major role in influencing changes in the aesthetic tastes of the time, namely, the chan
ge from Giambologna to Caravaggio.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

トンマーゾ・ラウレーティ（パレルモ 1530

年ごろ～ローマ 1602 年）は、セバスティア

ーノ・デル・ピオンボの弟子で唯一成功した

画家だと、ヴァザーリに認められている。そ

の師の死後のラウレーティは、1550 年代のロ

ーマでおそらくはヴィニョーラに付きなが

ら、建築家そして水道技師としての研鑽を積

んだのだろう。ボローニャに移住した彼がヴ

ィッザーニ家の邸館に 1562 年までに完成し

たクワドラトゥーラは、ヴィニョーラの遠近

法理論の模範的な実践例としてエニャツィ

オ・ダンティに称讃された。ジャンボローニ

ャの彫刻で知られる《ネプチューンの噴水》

のために「作品／事業の建築家」ないし監督

として指名されたのも、このひとに他ならな

い。1570 年代のボローニャに複数の印象的な

祭壇画を遺したラウレーティは、その後ロー

マに戻り、ヴァチカンとカンピドーリオとい

う聖俗それぞれの中心に大規模なフレスコ

画を求められている。アッカデミア・ディ・

サン・ルカの第2代目の総裁職に就いた彼は、

同時代の美術界のまさに中心の立場にあっ

た。 

ヴァチカン宮殿の「コンスタンティヌスの

間」のヴォールトに描かれたその《異教の偶

像にたいする十字架上のキリスト像の勝利》

は、事実、いわば対抗宗教改革の趣味を図解

したようなものとみなされるだろう。ラウレ

ーティの業績の系列それ自体が、ミケランジ

ェロからラファエッロへという、時代のパラ

ダイムの変化の指標として機能しうる、とす

ら言えるかもしれない。 

にもかかわらず、従来、ラウレーティの仕

事は、断片的にしか記述されてこなかった。

その個々の活動の実態についても、不明な点

が多かった。 

 
２．研究の目的 

本研究は、そのラウレーティの業績の詳細

と全容を明らかにし、美術史における彼の位

置と役割を見極めることを、本来の目的とし

ていた。 

たとえば、マニエラの奇想を凝らしたエロ

チックな《ネプチューンの噴水》（1563～1567

年）については、未実現のデザイン案を記録

したラウレーティ自身の素描が、各地に複数

遺されている。その噴水事業の注文をおこな

った、ボローニャの教皇特使代理ピエル・ド

ナート・チェージは、アンドレア・アルチャ

ーティの弟子としてルネサンス的人文主義

を体現した人物だが、そのチェージと、そし

て頂上の彫刻を担当したジャンボローニャ

を前に、ラウレーティはどの程度、最終的な

アイディアに関与していたのか。 

現在確認されるラウレーティ単独での最

初の仕事、ボローニャのパラッツォ・ヴィッ

ザーニのフレスコ画連作については、その遠

近法が話題となる一方で、物語場面には近年

までほとんど言及がなかった。しかしそこで

ラウレーティは、珍しいアレクサンドロス大

王伝を主題としながら、巧みな解釈をしめし

ている。注文主のポンペオ・ヴィッザーニは

歴史家として名高いが、ラウレーティはこの

人物とどのような関係にあったのか。また同

じ邸館では、ボローニャにおけるヴァザーリ

の弟子たち、すなわちＰ・フォンタナ、Ｏ・

サマッキーニそしてＬ・サバティーニらがほ

ぼ同時に仕事をしていたが、ラウレーティは

ボローニャにあって、彼らとどのように共生

ないし棲み分けをしていたのか。 

ラウレーティは 1574 年以降、ボローニャ

の聖堂サン・ジャコモ・マッジョーレに巨大

な祭壇画を 3点てがけている。中央に「キリ

ストの復活」を置く 1574 年の三連祭壇画に

は、その人体のヴォリューム感とダイナミッ

クな動きにおいて、ミケランジェロの様式が

強くあらわれている。Ｐ・ティバルディに代

表される同市のミケランジェロ主義の伝統

にあって、それはどのような意味をもつのか。

また 1577 年の《聖アウグスティヌスの葬儀》



には、短縮法でとらえられた人物が、印象的

に打ちだされている。後にローマにおいて、

ラウレーティはこの表現を執拗に繰り返す

ことになるのだが、それはどのような印象を

与ええたのか。一方で、1580 年代にてがけら

れた栄光の聖母子をともなう絵は、それら 2

点とは様相を異にする。奥行きのない簡素な

その画面には、聖母子の他にわずか 3名の聖

人・聖女が登場し、抑制された身振りで地に

足を下ろしている。従来の研究者は、ここに

ガブリエーレ・パレオッティの思想の反映を

みてきたが、ラウレーティとパレオッティと

の関係は、実際にはどのようなものであった

のだろうか。 

ボローニャ時代のラウレーティのパトロ

ンには、ときの教皇グレゴリウス 13 世の甥

フィリッポ・グアスタヴィッラーニ枢機卿を

はじめ、同教皇の側近が多数ふくまれていた。

その信頼をえて、画家はこのグレゴリウスに

よりローマに呼びだされ、ヴァチカン宮殿

「コンスタンティヌスの間」のヴォールトに、

《異教の偶像にたいする十字架の勝利》を描

いている。キリコの形而上絵画すら想起させ

るこの特異な作品の成立の事情については、

アレッサンドロ・ズッカリが詳しく考察して

いる。早期完成を執拗に迫る次の教皇シクス

トゥス5世に妥協して途中で制作を切り上げ

たために生じた、いわば偶然の産物ともみな

されるこの作品だが、本来はどのように着想

されていたのか。 

パレオッティとの精神的・実際的つながり

は、1580 年代以後のラウレーティにとってき

わめて重要だったと、報告者は当初から推測

していた。ラウレーティは 1594～95 年にア

ッカデミア・ディ・サン・ルカの第 2代総裁

を務めているが、パレオッティがそれとタイ

ミングを同じくして当の機関の庇護者の地

位に就いているのは、偶然ではないだろう。

生々しいリアリズムをともなう殉教図をパ

レオッティが推奨していたことは、よく知ら

れる。ラウレーティがボローニャのサンテ

ィ・ヴィターレ・エ・アグリーコラやローマ

のサンタ・スザンナのために表した殉教図、

そして彼がフェッラーラの「死の祈りの大兄

弟会」の小礼拝堂のために用意した、十字架

に釘で打ち付けられるキリストという珍し

い主題をともなう図像は、どのような経緯で

生み出されたのか。 

そして、ラウレーティ最大規模の作品、古

代ローマ史に取材したカピトリーノ宮殿の

「隊長の間」の壁画装飾（1586～95 年）は、

どのように理解されるのか。これは従来では

ラファエッロやミケランジェロからの引用

の織物とも評されてきた。また、レッジョ・

エミリア、サン・プロスペロの《聖母被昇天》

は、最初の作者ラウレーティの死ののち、ル

ドヴィコ・カラッチの工房に移されて、そこ

で完成されたものだが、ラウレーティとカラ

ッチ一族はどのような関係にあったのか。そ

の他、典拠にはラウレーティの作品として記

録されながら、確認・紹介されていない事例

も多いが、それらはどのようなものなのか。 

これらのような個別の問題について考察

をおこない、その結果をもとに、トンマー

ゾ・ラウレーティの生涯と作品を、彼が生き

た時代の美術的環境とあわせて、ひとつの全

体として記述することを、目指した。 

 
３．研究の方法 

なによりも、作品のある全現場におもむき、

それらを詳細に観察・記述したうえで、良質

の写真を確保する必要があった。たとえばボ

ローニャのパラッツォ・ヴィッザーニの「ア

レクサンドロス大王伝」の連作については、

従来の図版では、当地に遺される全 6場面の

うちの1場面のみが紹介されていたにすぎな

かった。ラウレーティ作品の写真のほとんど

は、ボローニャとローマの各美術等監督局で

入手できた。しかしそれらの機関にも保存さ

れておらず、また保存されていても写りが不

十分な場合には、自ら撮影を試みた。従来の



論考では見過ごされてきた、画面内の細部や、

ラウレーティ自身が用意した額縁等の周縁

的な要素にも、撮影にさいしては細心の注意

を払った。あるいはヴァチカン宮殿の《異教

の偶像にたいする十字架の勝利》については、

美しい図版がなんども公刊されていたが、そ

の周囲のイタリア、ヨーロッパ等の寓意像

（一説には弟子の A・スカルヴァーティの作）

をふくめて、装飾プログラムの全体をみわた

せる広角の視野を提供してくれるものはな

かったので、それを確保した。 

文書資料についても調査をすすめていっ

た。ラウレーティのボローニャでの活動につ

いてはトゥテルやベルセッリが、ローマでの

それについてはスペツァッフェッロやティ

ットーニ、ズッカリらが、事業の企画書や契

約書などの発掘をとおして再構成を試みて

いたが、そこではそれらの資料自体の翻刻・

引用が断片的にとどまる場合もすくなくな

かった。ボローニャ市立図書館アルキジナジ

オに所蔵される、《ネプチューンの噴水》に

かんする報告書は、美術家本人の書いたもの

で、その彼の当時の考えや人脈を知る上でも

とりわけ貴重である。これについては時間を

かけて読み込んだ。また、こうした先行研究

の脚注において指示された配置番号をてが

かりに、時間の許す限りにおいて、周辺の文

書も参照した。ヴァチカン図書館に所蔵され

る、フィリッポ・グアスタヴィッラーニ枢機

卿がラウレーティに宛てた3通の手紙の写し

は、現地で参照して写真を入手したうえ、て

いねいに翻刻をおこなった。これらは《異教

の偶像にたいする十字架の勝利》の注文の経

緯を再構成するうえで、きわめて貴重な資料

である。他にも、ヴィッザーニやリアーリオ、

ビアンケッティ、マニャーニなど、ラウレー

ティを雇用したことがある一族に関連する

文書を、みていった。 

ヴィニョーラの『実用的遠近法の二つの規

則』（1583 年）では、ラウレーティがパラッ

ツォ・ヴィッザーニの装飾に用意した舞台背

景が、版画により複製されている。その版本

については、オリジナルを参照して、必要な

図版を複写したうえで、監修者エニャツィ

オ・ダンティのコメントを読解した。他にも、

たとえばモンジトーレの『シチリア人美術家

列伝』など、ラウレーティにかんする前近代

の文献で、参照できていなかったものを、参

照した。 

一方で、ラウレーティと同じ時代を生きた、

後期マニエリスム／初期バロックの美術家

たちの織りなす社会については、いまだよく

は知られていないから、ラウレーティと彼ら

の相互の影響について把握するために、さま

ざまな情報源から作品ないし作者にかんす

るデータを集めた。シチリアでは、彼の郷里

のパレルモにて、その若き日に見たであろう

作品を参照した他、メッシーナでは、モント

ルソリの手になるふたつの噴水彫刻を観察、

写真撮影している。モントルソリの 2 点は、

ボローニャの《ネプチューンの噴水》の先例

としていずれも重要である。 

ラウレーティの画業の後半部分を理解す

るための鍵となるガブリエーレ・パレオッテ

ィとその『聖俗画像論』については、報告者

はすでにいちど研究対象としたことがある。

しかしその思想・教義が同時代の美術界にた

いして浸透した方法・速度・範囲・深度につ

いては、実態をじゅうぶんに理解できていた

とは言いがたいので、その問題についてあら

ためて考察した。 

1590 年代のアッカデミア・ディ・サン・ル

カについても理解を深めようと試みた。同ア

カデミーの最初の正史をまとめたロマー

ノ・アルベルティは、初代総長フェデリコ・

ズッカリの系譜を正統とみなす立場から、第

二代総長ラウレーティの教育活動・機関運営

には否定的な見解をしめしている。その意味

について、先行研究に助けを借りながら検討

した。また、同機関の庇護者としてパレオッ



ティ枢機卿がもった影響力についても、考察

した。同アカデミーの現在の拠点では、オラ

ツィオ・ボルジャンニに帰されるラウレーテ

ィの肖像も観察した。 

 
４．研究成果 

本来の目論見では、より多くの新知見がえ

られるものと期待されたが、正直なところ、

現在までそれは質量ともに限られたものに

留まっている。とはいえ、収集した資料の整

理・分析は、いまだ完了していない。作業を

続けたい。 

一方で、本事業の開始後には、アンナ・キ

アラ・フォンタナ、サミュエル・ヴィターリ、

イングリッド・デットマン、マリア・ジュゼ

ッピーナ・マッツォーラさらにはファウス

ト・ニコライといった研究者が、タイトルに

トンマーゾ・ラウレーティの名のついた論文

を、次々と発表した。ラウレーティの重要性

が今日ますます認識されてきていることを、

この現象自体がしめしているといえよう。も

っとも、これらの議論も、いまだラウレーテ

ィの業績の断片を扱うのに留まっているの

であって、今後は、これらの論文に提示され

た注目すべき知見を組み込むかたちで、体系

的なラウレーティ論をまとめる試みをおこ

ないたいと考えている。 

そのラウレーティ論の一部分を構成する

ことになるものとして、現在までにふたつの

論文を完成させている。そのひとつはボロー

ニャの《ネプチューンの噴水》を扱う。 

従来の研究では、その装置全体の図像プロ

グラムがラウレーティに負うことが共通し

て認識される一方で、頂上のネプチューンの

着想は基本的にジャンボローニャに帰され

ていた。それにたいして、本論文では、当の

パレルモ人美術家がその噴水の彫像の生成

にも大きく関与した可能性を指摘している。

そのさいに注目されたのが、ボローニャ、パ

ラッツォ・ヴィッザーニの「アレクサンドロ

ス大王伝」という、若きラウレーティが当の

噴水事業開始前に実現したフレスコ画サイ

クルのうちの一場面、《ゴルディオスの結び

目を解くアレクサンドロス》である。その画

面中央上方には一体の彫像が描かれている

が、それはシルエットにおいて、ジャンボロ

ーニャがボローニャのマッジョーレ広場に

仕上げたネプチューンと、おおよそ対応する。

ラウレーティとモントルソリとの接点につ

いても、論文ではあわせて考慮された。モン

トルソリは、ネプチューンを主題とする噴水

を、すでに 1550 年代のメッシーナにつくり

だしていた。そのネプチューンは、ボローニ

ャの噴水のものに似ている。ジャンボローニ

ャが準備段階で用意した、ヴィクトリア・ア

ンド・アルバート博物館にある粘土モデルそ

してボローニャ市立中世博物館にあるブロ

ンズ製モデルを、これらの事実をふまえて分

析することで、完成作にいたる流れを再構成

した。 

また、この論文では、ジャンボローニャの

キャリアにとって、ラウレーティとの関係が

きわめて重要であったことを、上述の知見を

もとに、あわせて論じている。ジャンボロー

ニャは 1577～1579 年、ルッカの聖堂サン・

マルティーノの「自由の祭壇」のために、復

活するキリスト、聖ペテロそして聖パウリヌ

スの 3体の立像から主としてなる、大理石の

構造物を造り出した。具体的には、その視覚

的源泉を、ラウレーティの 1574 年の三連祭

壇画《復活するキリスト、聖ヤコブそして聖

アウグスティヌス》（ボローニャ、サン・ジ

ャコモ・マッジョーレ聖堂、中央礼拝堂）に

求めている。他にも同論文では、ジャンボロ

ーニャが、その晩年の十字架上のキリスト像

（フィレンツェの聖堂サンティッシマ・アヌ

ンツィアータ内に彫刻家自らが取得したソ

ッコルソ礼拝堂に用意されたもの）のために、

ラウレーティの《異教の偶像にたいする十字

架上のキリスト像の勝利》に登場するキリス

ト像を参考にしたことを、マイケル・Ｗ・コ



ールの議論をもとに、指摘している。 

また、同じこの論文では、フィリッポ・グ

アスタヴィッラーニ枢機卿がラウレーティ

に宛てた 3通の手紙の写し（ヴァチカン図書

館所蔵）を、翻刻・公刊した。ヴァチカン宮

殿「コンスタンティヌスの間」の《異教の偶

像にたいする十字架上のキリスト像の勝利》

の制作をラウレーティに委嘱することを発

案したのはエニャツィオ・ダンティだと、ヤ

コブ・へスとアレッサンドロ・ズッカリは推

測していたが、ヴァチカンの資料は、その科

学者が同じフレスコ画の企画にたいして積

極的に関与した事実を、少なくとも証明して

くれている。 

そしてもうひとつの論文は、ローマ、コン

セルヴァトーリ宮殿の「諸隊長の間」のフレ

スコ画装飾という、ラウレーティ晩年の重要

な仕事を扱う。この一連のフレスコ画は、「参

照指示と引用の意識的な遊び」とも「すでに

よく知られて利用された形態やイメージの

アンソロジー」とも、（否定的に）評される。

しかしこれは同時代のローマで最も重要な

絵画作品のひとつとして、次世代の美術家た

ちにもすくなからぬ影響をあたえていた。本

論文では、その表現の特質を、ガブリエー

レ・パレオッティらによる対抗宗教改革期の

美術理論との関係において、理解しようと努

めた。 

ジャンボローニャとカラヴァッジョとい

う、時代を画するふたりの巨匠をすら自ら牽

引する、そうしたラウレーティの姿が、すで

に論文のかたちでまとめられたこれらふた

つの研究成果によって、ある程度は浮き彫り

にされたのではないかと思う。 
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